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134　酵素 工学

742 　　　 酵素 法 に よ る光 学活 性 ア セ チ レ ン ア ル コ
ー

ル の 生 産 （3 ）

　　　　　　ラ セ ミ 体 基 質か ら立 体 反 転 反 応 によ り

　　　　　　 光学 活 性 3 一
ペ ン チ ン

ー2 一
オ

ール を生産 す る微 生 物の 探 索

　　　　　　 （京 大 院 ・農 ・応 生 命 ） 小 川 　 順 、 0 謝 　勝 学 、 清 水 　昌

　 【目的〕光学活性アセチ レ ン アル コ
ールは分子内に三 重結合 とヒ ドロ キシ ル基を持

つ 反応性の 高い 有用キラル ビル デ ィ ン グブロ ッ クで ある 。 我々 は 既 にエ ステ ル誘導体

の 酵素的不斉加 水分解に よ る光学活性 3 一ペ ンチ ンー2 一オ ー丿レ （PYO ）の 生産を報告 し

て い る
1）

。 今回、 うセ ミ 体基質か らの 立 体反 転 反応 に よる光 学活 性 PYO 生 産 プ巳セ ス

の 構築を目 的と して 活性菌株 の スク リ
ー

ニ ングを行 っ た。

　 【方法およ び結果 】NADH 、
　 NADPH 、 グル コ

ー
ス 、 グル コ

ー
ス デ ヒ ドロ ゲナ ーゼの

存在下 、 0．5％（v！v）の ラセ ミ体 PYo に研 究室保存菌株の 風乾菌体 を作用さぜた。反応後

の PYO の 収率および光学純度を測定 した 結果 、 （R）−PYO を収率 83％ 、

−
1・OO％ e，e，で生産

する菌株 Nocardia・fusca　AKU ・2123、 お よび （＄−PYO を収率 70％ 、 98％ e．e ，で 生産する

菌株 Nocardiapseudos ρorangifera 　AKU 　N　OCO60 を見出した 。 それぞれ5（P／e以上の 収

率で 高光学純度の PYO が生成してい る こと、さ らに、  一PYO か らの   一PYO の生成 、

（R）
−PYO か らの 爾 一PYO の生成が確認されたこ とから 、 反応中に立体反転が起こ っ て い

るこ とが示唆された 。 いずれの 反応液中に も 3一ペ ンチ ンー2一
オンの生成が認められた

こ とか ら、 立体反転は 、 ア ル コ
ール 部位 における立体選択的酸化反応 と 、 それによ り

生成 した 3 一ペ ンチ ンー2 一オ ンの 立体選択的還元反応に起因すると予想された 。

　
1）1」、川ら、 1998年度農芸化学会 大会 講演要旨集　p．229

Enzymatic　production　of　optically　active　acetylene 　alcohols （3）
screening 　of 　opt 量cally 　active　3−pentyn−2−ol　producing　microorganisms 　from　ehe　racemate 　through

stereoinversion　Teaction

Jun　Ogawa ，　OSheng−Xue　Xie，　Sakayu　Shimizu（Div．　Appl ．　Life　Sci．，　Kyoto　Univ．）
〔key　words 】　acetylene 　a！cohol ，　stereoinversion ，　stereospecific 　oxidation ，　stereospecific

reduction

743 　　　　 凍結乾燥 菌体 を利 用 した メ ン トール の ア ノ マ
ー選択 的 グル コ シ ル 化

　　　　　　　 （早 大 ・理 工 ・応化 、
’

ロ ッ テ ・中研）○土 橋　幸生 、中川　博 之 、

　　　　　　　佐藤　利行、吉山　正章 、 吉田圭 司郎
＊

、 志村　遭 、 桐村　光太郎、

　　　　　　　宇佐美　昭次

【目的 】　 メ ン ト
ー

ル は 香料 や清涼剤 と して 食品 、 薬品 、 化粧　 ClhO ．　　　 磐

難黙瀬驫羅魏◎9
慌 燃 繻

行

論 、 は ＿ 磁 繍 吉乾燥 、体 、利
図 ・ 恤 驫 £

用 して α
・MenG の 合成に 成功 して い る

L〕

。 そ こ で S，　paStorlanus 、　 Kluyveromyces 　fragilis等
の 酵 母 に つ い て 凍結乾燥 菌体 を調製 して 反応 を検討 した が 、 α

・MenG は合成 され なか っ

た 。 そ こ で 、 1壌 等 の 試料 を1一メ ン トール を添加 した マ ル ト
ー

ス を含 む液体培地 に接種 し

て 微生 物 を探索 し 、 薄層 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ーに よ り α

・MenG 合 成 能 を検討 した 。 土壌 由

来 の グ ラ ム 陰性細菌 D −1株 とWU −9701 株が α
一MenG 合 成能 を示 し、 と くに WU −9701 株 を

優i良株 と して 以 後の 実 験 に使 月1した。 WU −9701 株の 凍結乾燥菌体 を用 い た場合 、反 応の

進行 に ともない 溶 液中に α
一MenG の 結 晶が 蓄積 し 、 100mg の 1一メ ン ト

ー
ル か ら48時間で

最 大198mg の α
一MenG が生 成 し、 供 与メ ン トー

ル 当た りの モ ル 収率 は99．0％ に達 した 。
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